
市の花／つつじ 

【２００７岩倉の文化財●柿経妙法蓮華経（大山寺区所有）】 

����

　昭和１０年１１月１０日、五条川改修工事

の際に、大山寺町小森の畑面下約４ｍの地点

から出土した。柿経とは柿（木材を細長く削

りとった板）に書いた経典という意味である。 

　この柿経を台紙に貼って整理し、保存に努

力されたのは、発見者の一人である櫻井清三

郎さんである。柿の材質は檜であり、長さ

２２ｃｍ、幅１．１ｃｍ、厚さ０．５ｃｍで

ほぼ同一寸法にしあげられている。 

【２２Ｐへ続く】 

岩倉市文化財保護委員　　福冨幸衛 

�����������

ひのき ろう 

さくら い　せいざぶ 

こけらきょうみょうほう れん げ きょう 
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市政の窓 ３ 
叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者の 

皆さんを紹介します 

岩倉市の人事行政の運営等の状況 

を公表します 

地震保険料控除が創設されます 

市税の臨時納税窓口と相談窓口を 

開設します 

防犯対策助成金交付制度をご利用 

ください 

人権週間 

市民ギャラリー・ミニステージ情報 

第１２回いわくら五条川マラソン 

ご存知ですか　こころの居場所 

「あみ～ご」 

クリーンチェックいわくら２００７ 

 

…３ 

 

…４ 

…８ 

 

…８ 

 

…８ 

…８ 

…９ 

…９ 

 

…１０ 

…１１ 

健康講座 １２ 

消費者トラブルに巻き込ま 
れないために １３ 

岩倉の文化財 ２２ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産 
私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １４ 
転ばぬ先の健康づくり教室～転倒予防 
教室～ 
世界エイズデー 
ママと子どもの栄養教室 

浄化槽を正しく維持管理しましょう 
プラスチック製容器包装（青袋）にごみ 
やほかの資源を混ぜないで 
工業統計調査にご協力ください 
年末の安全なまちづくり県民運動 
指名競争入札結果 
廃棄物の野外焼却は法律で禁止されています 
図書館からのお知らせ 
市民相談　　　　　　　　　　　ほか 

相談・その他 １７ 

市役所当直員 
放送大学学生 
不用品データバンク 

募集 １５ 

Ｂ型・Ｃ型肝炎の無料検査 
献血にご協力ください 

健康 １５ 

児童館日曜・祝日開館行事 
新春賀詞交歓会 
日中国交正常化３５周年記念講演 
ミニミニコンサート 
こころの居場所「あみ～ご」クリスマ 
ス会 

催し １４ 

「悪質マルチ商法（連鎖販売取引）」 
にご注意ください 

関節リウマチについて 

男女共同参画をめざして １３ 
実力主義 

柿経妙法蓮華経 

知っておきたい防災知識 ２２ 
地域ボランティア支援本部 

いわくら市民ふれ愛まつり・第６回 
車いすテニス岩倉大会（ニューミックス 
テニス）・第３６回市民音楽祭 

フォトニュース ２３ 

▲１１月１日から４日に総合体育

文化センターで行なわれた市

民文化祭 
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司
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岡
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　岩倉市の人事行政の運営における公正性、透明性を高めることを目的として、「岩倉市人事行政の運営
等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成１８年度の職員の任用、給与、勤務時間その他の勤務条
件など人事行政の運営の状況についてお知らせします。 
　なお、詳細な資料については、市役所１階情報サロンまたは、市のホームページでご覧ください。 

※教育長を含み、小牧岩倉衛生組合派遣職員を除いています。 

事務職 

６人 

看護師 

１人 

消防職 

３人 

合　計 

１０人 

定年退職 

８人 

勧奨退職 

１２人 

普通退職 

５人 

その他 
（死亡・免職等） 

－ 

合　計 

２５人 

（平成１９年４月１日現在） 

（平成１９年４月１日） 

（平成１９年３月３１日） 

部長級 

３人 

課長級 

５人 

昇　　　　　任 

主幹級 

１０人 

係長級 

１５人 

主任級 

７人 

降　任 

１人 

（各年４月１日現在　単位：人） 

区分 

１９年 

（各年４月１日現在） 

区　分 

短時間勤務職員 

平成１８年 

２人 

平成１９年 

２人 

１８年 

増減 

事務職 

２０５ 

２０８ 

△３ 

保育士 

６３ 

６９ 

△６ 

児童厚生員 

１１ 

１２ 

△１ 

保健師 

１２ 

１３ 

△１ 

看護師 

４ 

３ 

１ 

作業療法士 

１ 

１ 

０ 

歯科衛生士 

１ 

１ 

０ 

栄養士 

１ 

１ 

０ 

消防士 

４３ 

４３ 

０ 

技能労務職 

３８ 

４３ 

△５ 

合計 

３７９ 

３９４ 

△１５ 

（各年４月１日現在） 

部　門 

一 般 行 政  

特 別 行 政  

公営企業等会計 

合　　　　　計 

平成２２年 

２６３人 

７８人 

２８人 

３６９人 

平成１７年 

２９３人 

８４人 

２９人 

４０６人 

平成１８年 

２８２人 

８４人 

２８人 

３９４人 

平成１９年 

２６９人 

８５人 

２８人 

３８２人 

平成２０年 

２６８人 

８２人 

２８人 

３７８人 

平成２１年 

２６８人 

７８人 

２８人 

３７４人 
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職員数 
（Ａ） 

３６５人 
（２） 

給　与　費 １人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ） 

１，４０３，５１２千円 ３２６，８４４千円 ６３８，０７１千円 ２，３６８，４２７千円 ６，４８９千円 

区　分 

岩倉市 

国 

一般行政職 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

３６０，８９８円 ４１８，１６１円 ４６．２歳 

３２８，４７７円 － ４０．４歳 

技能労務職 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

２８７，４６７円 ３３５，１７４円 ４４．５歳 

２８６，５００円 － ４８．４歳 

（平成１８年４月１日現在） 

区　分 

期末勤勉手当 
（平成１８年度） 

地域手当 
（平成１８年度） 

特殊勤務手当 
（平成１８年度） 

時間外勤務手当 
（平成１８年度） 

職員全体に占める手当支給 
職員の割合 ３９．１％ 

退職手当 

扶養手当 

期末手当 

　６月期 

１２月期 

計 

支給率 

１０％ 

支給総額 

４７，８７２，５２１円 

職員１人当たり支給年額 

１７６，００２円 

支給対象職員数 

３８１人 

国の制度（支給率） ０％ 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 

４２５，９０１円 

１．４０月分（０．７５月分） 

１．６０月分（０．８５月分） 

３．００月分（１．６０月分） 

０．７２５月分（０．３５月分） 

０．７２５月分（０．４０月分） 

１．４５月分（０．７５月分） 

住居手当 ①自　　　宅　　２，５００円（新築・購入後５年間　３，５００円） 
②借間・借家　１２，０００円を超える家賃の額に応じ、最高２７，０００円 

通勤手当 

①交通機関利用者　　運賃等の額に応じ、最高５５，０００円 
②交通用具利用者　　通勤距離に応じ、２，０００円～２４，５００円 
③交通機関と交通用具の利用者 ①と②の合計額、最高５５，０００円 
※平成１７年１０月１日から、通勤距離が片道２㎞未満の通勤手当の支給が廃止されました。 

管理職手当 部長職：１３％　課長職：１１％　主幹職：８％ 

支給職員１人当たり平均 
支給年額 ２２，１７１円 

勤勉手当 

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 
※（　）内は再任用職員に係る支給割合です。 

１人当たり平均支給額（平成１８年度実績） 
　普通退職　　　　１３，３８８，０００円 
　勧奨・定年退職　２５，７８２，０００円 

扶養親族１人につき１３，０００円～５，０００円 
満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末までの子１人につき５，０００円を加算 

（平成１８年４月１日現在） 

４５，８０８人 

歳出額 
（Ａ） 

１２，３０１，０５３千円 

実質収支 

５３２，３８２千円 

人件費 
（Ｂ） 

住民基本台帳人口 
（平成１８年３月３１日現在） 

３，３６４，２５９千円 

人件費率 
（Ｂ／Ａ） 

２７．３％ 

１７年度の 
人件費率 

２９．０％ 
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※（　）内は、平成１８年度に新たに育児休業等を取得した職員数 

区　分 

市　長 

給料月額等 

９８９，０００円 

副市長 ８１６，０００円 

 議　長 ５１２，０００円 

副議長 ４６２，０００円 

議　員 ４３１，０００円 

期末手当（平成１８年度） 

６月期　１．６０月分 
１２月期　１．７５月分 

計　３．３５月分 
　　加算措置　有 

１日当たりの勤務時間 

月～金曜日　午前８時３０分から午後５時１５分まで 
　　　　　　休憩時間：４５分 

※消防署等出先機関では、交替制勤務など変則勤務職場もありますが、週４０時間を 
　原則として勤務の割り振りをしています。 

職員の休暇は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇および介護休暇があります。 

区　分 

取得者数 

職務専念義務免除承認件数 

営利企業等従事許可件数 

２４２件 

１１４件 

育児休業 

１８人（９人） 

部分休業 

０人（０人） 

１週間当たりの勤務時間 

４０時間 

年次有給休暇の１人当たり平均取得日数 
（平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日） 

７日２時間 

免職 

－ 

休職 

４人 

降任 

－ 

降給 

－ 

免職 

－ 

停職 

２人 

減給 

７人 

戒告 

－ 

分 限 処 分  懲 戒 処 分  

　職員は、地方公務員法により信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務専念義務、政治的行為の制
限、争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限などの義務規定、禁止規定が定められています。 
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主な研修内容 人　数 

　愛知県市町村職員共済組合に加入しています。共済組合では、短期給付事業（医療関係等）、長期給付
事業（年金関係等）、福祉事業（健康保持増進事業等）を行っています。 

区　分 

合　　　　計 ８９７人  

自主研修 ７８５人  
新規採用職員研修、接遇・クレーム研修、パソコン研修、政策課題研修、 
メンタルヘルス研修、公務員倫理研修、ユニバーサルデザイン研修など 

受診者数 区　分 

１４１人 

２４２人 

２２人 

定期健康診断 

人間ドック 

産業医による健康相談 

件数 区　分 

０件 勤務条件に関する措置の要求 

不利益処分に関する不服申立て ０件 

０件 苦情処理 

３３７，８４９，２５３円 （１人当たり ８５７，４８５円） 共済組合負担金 

　会員（職員）相互の共済および福祉の増進のために、職員互助会を設置しています。 

３，０５９，４２２円（会員数　３９６人） 互助会負担金 

会員掛金：市負担金＝１：１ 負担割合 

０件 公務災害（傷病）認定件数 

２，７８１，０２２円 地方公務員災害補償基金負担金 

評定の時期 対象者数 概　　　要 

６月１日 
１２月１日 

６月期　８２人 
１２月期　８７人 

派遣研修 １１２人  （財）愛知県市町村振興協会研修センター、尾張五市二町研修協議会、 
海外派遣研修、市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所など 

部長（一部、課長を含む。）以上による勤務成績評定と自己評定とし、
ＡからＥまでの５段階で評価します。勤勉手当の成績率は、部課長職は
１００分の１８５以下、主幹職は１００分の１４５以下の範囲内としています。 

●愛北広域事務組合・小牧岩倉衛生組合の人事行政の運営等の状況の公表は、各組合のホームページおよび 
　岩倉市役所前の掲示場で公表していますので、ご覧ください。 
　ホームページアドレス 
　　愛北広域事務組合　http ://home .owar i .ne . jp/̃a ihoku/a ihoku . index .html  
　　小牧岩倉衛生組合　http ://www.c i ty .komaki .a ich i . jp/ga iyou/sos ik i/knkycenter/  
●問合先　秘書課人事係（☎３８‐５８０１）まで。 
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地
震
災
害
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
備
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
将
来
的
な
負
担
の
軽
減
と
資
産
の

保
全
を
図
る
た
め
に
、
平
成
２０
年
度
か
ら

地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険

料
控
除
が
変
わ
り
、
短
期
損
害
保
険
料
控

除
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
１
係
（
☎
３

８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。
 

　
市
の
重
要
な
歳
入
で
あ
る
市
税
。
こ
の

市
税
の
お
納
め
忘
れ
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
日
ご
ろ
、
仕
事
な
ど
で
税
金
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
や
、
納
税
相
談
を
受

け
た
い
人
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
臨
時

の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
納
税
相
談
に
お
越
し
の
人
で
分

納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
印
か
ん
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
１２
月
８
日
（土）
〜
１６
日
（日）
ま
で
の

土
・
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
税
務
課
 

●
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係
（
☎
３
８
‐

５
８
０
６
）
ま
で
。
 

      　
こ
の
制
度
は
、
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
鍵
の
付
け
替
え
な
ど
、
新
た
に

防
犯
対
策
を
行
っ
た
世
帯
に
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
、
１０
月
ま
で

に
７
２
５
世
帯
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
 

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。
 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交

換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ

ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
（
リ
ー
ス
契
約
は
不
可
）
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
 

⑥
自
家
用
車
両（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま

た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。
 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

口
座
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
品
物
等
が
分
か
る
領
収
書
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
賃
貸
住
宅
等
の
場
合
は
、
所
有

者
（
大
家
さ
ん
）
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
、
助
成
金
は
振
込
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
（
郵

便
局
は
除
く
）
と
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

●
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全
係
（
☎
３

８
‐
５
８
０
４
）
ま
で
。
 

              　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
昭
和
２３
年
１２

月
１０
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
、
１２
月

１０
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
す
べ
て

の
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
思
想
の
啓
発
の

た
め
の
行
事
を
毎
年
実
施
す
る
よ
う
要
請

し
て
い
ま
す
。
 

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
 

Ａ 
長期損害 
保険料 

Ｂ 
地震 
保険料 

経過措置として平成１８
年末までに契約した長
期損害保険料は、従来
の損害保険料控除が適
用されます。 

支払額の２分の１の額
（所得税は全額）を控除
します。 
［限度額］ 
市・県民税　２５,０００円 
所得税　　　５０,０００円 

ＡとＢの金額を
合わせて「地震
保険料控除」の
控除額となりま
す。 
［限度額］ 
市・県民税 
２５,０００円 
所得税　　 
５０,０００円 

人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん 

人権イメージキャラクター 
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で
は
、
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る

１
週
間
（
１２
月
４
日
（火）
〜
１０
日
（月）
）
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に
人

権
デ
ー
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権

意
識
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　
名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
本
年
が
世
界
人
権
宣
言

採
択
５９
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
「
第

５９
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、
次
の
テ
ー
マ

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
 

★
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命

を
大
切
に
〜
 

★
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
 

★
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
 

★
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う
 

★
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
 

★
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
 

★
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
 

★
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う
 

岩
倉
市
の
特
設
人
権
相
談
 

●
と
き
　
１２
月
７
日
（金）
午
後
１
時
〜

４
時
 

●
と
こ
ろ
　
市
民
相
談
室
２
 

●
相
談
員
　
岩
倉
市
の
人
権
擁
護
委

員
全
員
 

★
福
冨
富
貴
子
（
下
本
町
天
神
塚
５５

‐
３
）
 

★
井
上
裕
介
（
八
剱
町
池
田
３０
‐
２
）
 

★
鵜
飼
洋
子
（
下
本
町
丸
の
内
１
３
４
）
 

★
宮
田
浩
明
（
北
島
町
１
３
１
８
）
 

街
頭
啓
発
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
　
１２
月
７
日
（金）
 

午
前
９
時
３０
分
〜
…
岩
倉
駅
前
 

午
前
１０
時
〜
…
ユ
ニ
ー
岩
倉
店
前
 

第
３４
回
「
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
」
一
宮
支
局
管
内
入
賞
作
品
展
 

●
と
き
　
１２
月
４
日
（火）
〜
１０
日
（月）
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

●と　　き　平成２０年３月２日（日）雨天決行 
●と こ ろ　総合体育文化センター（開会式、閉会式会場） 
●種　　目　マラソン１０キロコース 
　　　　　　　１部　　男子４０歳未満（高校生以上） 
　　　　　　　２部　　男子４０歳以上 
　　　　　　　３部　　女子４０歳未満（高校生以上） 
　　　　　　　４部　　女子４０歳以上 
　　　　　　マラソン４キロコース 
　　　　　　　５部　　男子中学生 
　　　　　　　６部　　男子４０歳未満（高校生以上） 
　　　　　　　７部　　男子４０歳以上 
　　　　　　　８部　　女子中学生 
　　　　　　　９部　　女子４０歳未満（高校生以上） 
　　　　　　１０部　　女子４０歳以上 
　　　　　　ジョギング２キロコース 
　　　　　　１１部　　高校生以上 
　　　　　　１２部　　小・中学生 
●参 加 料　マラソン１０キロコース…一般・高校生１，１００円 
　　　　　　マラソン　４キロコース…一般・高校生１，１００円、中学生４００円 
　　　　　　ジョギング２キロコース…一般・高校生４００円、小・中学生１００円 
●申込方法　１２月１日（土）から平成２０年１月１０日（木）までに所定の申込書で申し込んでくだ 
　　　　　　さい（申込書は市内の各施設で配布予定です）。 
●主　　催　岩倉市・岩倉市教育委員会 
●主　　管　第１２回いわくら五条川マラソン実行委員会 
●問 合 先　いわくら五条川マラソン実行委員会（総合体育文化センター内☎６６－２２２２）まで。 

市民スペース（市役所１・２階） 

市民ギャラリー 
【岩倉絵画協会展】 
●と　き　１２月１７日（月）～２２日（土） 
　　　　　※最終日は午後４時まで。 
●問合先　大野（☎３７－００５７）まで。 
【平和のための戦争展】 
●と　き　１２月２５日（火）～１月６日（日） 
●問合先　横江（☎６６－７９２０）まで。 
ミニステージ 
【箏曲菊温会　ことコンサート】 
●と　き　１２月１日（土）午後１時３０分～３時 
　　　　　３０分 
●問合先　熊沢（☎３７－１８０８）まで。 
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皆
さ
ん
、
ご
存
じ
で
す
か
。
心
に
病
を

持
っ
た
人
が
全
国
で
ど
の
く
ら
い
い
る
の

か
を
…
。 

　
平
成
１９
年
の
障
害
者
白
書
で
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
３
０
３
万
人
と
い
う
数
が

出
て
い
ま
す
。
人
口
１
千
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
お
よ
そ
２４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
推
計
値
を
岩
倉
市
に
当

て
は
め
て
み
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
お

よ
そ
４
３
０
人
が
心
に
病
を
持
ち
、
入
院

さ
れ
て
い
た
り
、
通
院
さ
れ
て
い
た
り
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
に
は
、
そ

の
内
に
治
る
だ
ろ
う
と
医
療
機
関
に
も
か

か
ら
ず
に
日
々
苦
し
さ
と
闘
っ
て
い
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。 

　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
■
 

　
心
の
病
は
、
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く

く
、
か
か
っ
た
本
人
し
か
そ
の
苦
し
み
は

分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
け
っ
し
て
怠
け

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
以
前
、
う

つ
病
に
か
か
っ
た
人
か
ら
聞
い
た
話
で
す
。

部
屋
に
ご
み
が
落
ち
て
い
ま
す
。
ご
み
だ

か
ら
当
然
片
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
十
分
に
分
か
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

体
が
片
付
け
る
と
い
う
行
動
に
な
ら
な
い
。

ご
み
が
徐
々
に
増
え
て
い
く
。
頭
で
は
理

解
で
き
て
い
て
も
、
そ
れ
で
も
行
動
で
き

な
い
。
そ
し
て
…
。
や
が
て
部
屋
中
が
ご

み
で
埋
ま
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
行
動
で
き

な
い
。 

　
う
つ
病
は
、「
心
の
風
邪
」
と
い
わ
れ

て
い
る
く
ら
い
、
だ
れ
も
が
、
ほ
ん
の
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
か
か
る
お
そ
れ
が
あ

る
、
一
般
的
な
病
気
で
す
。
風
邪
は
万
病

の
元
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
心
の
風

邪
」
も
早
期
に
治
療
し
な
い
と
、
治
る
ま

で
に
何
か
月
、
何
年
も
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
適
切
な
医
療
を

早
く
受
け
る
こ
と
で
す
。
次
に
家
族
や
職

場
な
ど
本
人
を
取
り
巻
く
人
々
の
病
気
へ

の
理
解
と
思
い
や
り
で
す
。 

　
岩
倉
市
に
は
、
精
神
障
害
者
家
族
会

「
岩
倉
　
し
ら
ゆ
り
会
」
の
主
催
に
よ
り
、

心
に
病
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
気
軽
に
訪

れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
場
「
こ
こ
ろ
の
居
場
所
　
あ

み
〜
ご
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
の
皆

さ
ん
た
ち
の
協
力
に
よ
り
、
同
じ
病
を
持

っ
た
仲
間
た
ち
と
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
時

に
は
気
分
転
換
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
一
度
、
こ
こ
ろ
を
休
め
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
。 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
‐

５
８
０
９
）
ま
で
。 

　私は、あるデイ・ケア（社会復帰教室）に参加することを通
して、自分の「居場所」を見つけることができました。こうし
た「居場所」が、他にもできるといいなと思っていたところ、
岩倉市内に「あみ～ご」というこころの居場所ができることを
知りました。そして、第１回目から毎回欠かさずに参加させて
いただいています。 
　「あみ～ご」へ来ている人たちには、人それぞれに「あみ～ご」
の魅力があるのだろう。それが多様なほど好ましいと思ってい
ます。 
　私の場合は、当事者の仲間はもちろん、「あみ～ご」を支えて
くださっているボランティアグループの皆さんや、行政の方々
との心のふれあいが何よりの魅力であり、大きな心の慰めとな
っています。 
　元々、対人関係が苦手な私は、ずっと孤独や劣等感、自責の
念などに苦しめられてきました。それが、デイ・ケアや「あみ
～ご」などの居場所への参加を重ねていくなかで、今では、当
事者を対象にしたさまざまな行事に積極的に関わることができ
るようになってきたと、とても感謝しています。 
　まだまだ、悩みが多い自分ですが、「あみ～ご」などの居場所
に関わり続けることで、これからの人生を前向きに生きていく
糧としていきたいと思っています。 
　今後、「あみ～ご」の輪がさらに広がり、心の病で孤立しがち
なより多くの、そしてより多様な仲間が、まさに「こころの居
場所」として集まってもらえるようになることを願っています。 

★「こころの居場所あみ～ご」については、本紙１４頁に関連記事があります。★ 



●
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大市場町区（老人クラブ・子ども会・婦人防火クラブ・保健推進委員）、下本町区（神明生田神社氏子総代・子ども会・ゆ
うわ会）、東町区（みどりの風・東町を守る会・子ども会・婦人部・保健推進委員・ゆうわ会）、井上町区（ゆうわ会）、八
剱町区（環境係・ゆうわ会・子ども会）、神野町区（子ども会・区役員・ゆうわ会・保健推進委員・民生委員）、中野町区（ゆ
うわ会・子ども会）、泉町区（ゆうわ会・子ども会）、石仏町区、中本町区、本町北口区（子ども会役員・ゆうわ会・保健推
進委員）、本町門前区（ゆうわ会・保健推進委員・子ども会・女性更生委員）、本町上市場区（いちい信用金庫岩倉本町支店・
子ども会・有志会ほか）鈴井町区（ゆうわ会・子ども会）、西市町区（昭和会・ゆうわ会・婦人会）、新柳町区、中央町区（子
ども会・ゆうわ会）、大地町区（民生児童委員・ゆうわ会・保健推進委員・子ども会役員）、稲荷町区、曽野町区（ゆうわ会・
子ども会・婦人防火クラブ・農事組合）、大山寺町区、南新町区、北島町区（子ども会・親和会）、川井町区、野寄町区、岩
倉団地自治会（東小児童・先生・母親・ゆうわ会・南中ボランティア・自治会・水辺を守る会）、ヒューマンアイランド岩
倉自治会（子ども会）、コープ野村岩倉自治会、泉町老人クラブ、野寄町老人クラブ、稲荷町ゆうわ会、西市西子ども会、
鈴井子ども会、八剱南子ども会、稲荷子ども会、東町子ども会、岩倉市ボランティア活動センター運営協議会（岩倉市子ど
も会連絡協議会・岩倉市国際交流協会・イキイキライフの会・日本ボーイスカウト岩倉第１団・岩倉ユニセフチャリティの
会・岩倉ボランティアサークル・手話サークルこいのぼり夜の部・いわくら塾・いわくら猫の会・中本町防犯パトロール仲
間・いわくら市民ミュージカル実行委員会・岩倉鳴子踊りの会「五条川桜」）、岩倉市更生保護女性会、岩倉自動車整備組合、
岩倉ライオンズクラブ、丹羽工務店アダプトプログラム、いちい信用金庫愛北営業部、愛知北農業協同組合岩倉支店、中京
建設、中部電力㈱岩倉電力センター、藤徳紙器、岩倉市体育協会、岩倉市公民館５２団体、岩倉ニューモラル友の会、ユニ
ー岩倉店、郵便事業岩倉支店・岩倉郵便局、小牧たばこ組合岩倉支部、岩倉北小学校、岩倉南小学校、岩倉東小学校、五条
川小学校、曽野小学校、岩倉中学校、南部中学校、中部保育園、北部保育園、西部保育園、南部保育園、下寺保育園、仙奈
保育園、東部保育園（父母の会）、第一児童館学童保育、第二児童館（ひなげし母親クラブ・学童保育）、第三児童館、第四
児童館、第五児童館、第六児童館、第七児童館（コスモス母親クラブ）、地域交流センターみどりの家、県立岩倉総合高等
学校、曽野第二幼稚園母の会、岩倉建設協力会、岩倉資源組合、岩倉青年会議所、岩倉市商工会、岩倉市指定収集袋取扱店
組合、岩倉団地自治会、岩倉の水辺を守る会、岩倉のごみを考える会、岩倉ナチュラリストクラブ、岩倉市婦人会、岩倉市
子ども会連絡協議会、岩子連ジュニアリーダー、岩倉ボランティアサークル、ふれあい花の会、岩倉ロータリークラブ、岩
倉市小中学校ＰＴＡ連合会、いわくらＯＹＧクラブ、（社）岩倉市シルバー人材センター、３Ｒいわくら 

　１０月２７日から１１月１１日
まで市内全域で行われた「クリー
ンチェックいわくら２００７」に、
２１８団体９，１１８人の皆さん
にご協力いただきました。期間中、
全地域から集められたごみは、約
５，５３０㎏にもなりました。皆
さんのご協力ありがとうございま
す。 

▲回収車からのごみ 

▲大量の大きなごみ ▲集められたごみを分別 

▲雨の中、子どもたちもがんばりました 

▲各地区で協力してごみ拾い 

参加団体（順不同）※回収協力団体も含みます 
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ど
ん
な
病
気
？
 

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
免
疫
機
能
（
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
か
ら
体
を
防
御
す
る
し
く

み
）
に
異
常
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
関

節
内
の
滑
膜
に
炎
症
が
起
こ
り
関
節
が

破
壊
さ
れ
る
病
気
で
す
。
３０
〜
５０
歳
代

の
女
性
に
多
く
発
症
し
ま
す
。
詳
細
な

原
因
は
ま
だ
明
ら
か
で
な
く
、
完
治
が

難
し
い
病
気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
状

の
進
行
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
進
行
し
な
い
人
も
あ
れ
ば
、
い
ろ

い
ろ
治
療
し
て
も
進
行
を
止
め
る
こ
と

が
困
難
な
人
も
あ
り
ま
す
。
 

症
状
と
診
断
 

　
何
と
な
く
手
足
の
関
節
が
腫
れ
て
痛

い
、
朝
起
き
た
時
に
関
節
が
こ
わ
ば
っ

て
動
か
し
に
く
い
と
い
っ
た
症
状
で
始

ま
る
場
合
が
多
く
、
関
節
炎
は
３
か
所

以
上
の
多
関
節
に
、
ま
た
、
左
右
両
側

に
起
こ
り
や
す
い
の
が
特
徴
的
で
す
。

関
節
炎
が
進
行
す
る
と
関
節
が
破
壊
さ

れ
て
変
形
を
き
た
し
ま
す
。
 

　
診
断
は
腫
脹
関
節
数
、
関
節
炎
の
部

位
、
朝
の
こ
わ
ば
り
、
血
液
検
査
、
手

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
変
化
、
リ
ウ
マ

ト
イ
ド
結
節
の
有
無
な
ど
を
総
合
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
診
断
し
ま
す
。
 

　
手
の
指
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
（
指
先
の
爪

の
す
ぐ
下
の
関
節
）
が
腫
れ
て
痛
む
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
所
に
は
関

節
リ
ウ
マ
チ
は
発
症
し
に
く
く
、
ヘ
バ

ー
デ
ン
結
節
（
老
化
や
使
い
す
ぎ
に
よ

り
お
こ
る
変
形
性
関
節
症
）
と
し
て
区

別
さ
れ
ま
す
。
 

治
療
法
 

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
食
事
や
生
活
習
慣

の
改
善
の
み
で
治
す
こ
と
は
難
し
く
、

治
療
は
薬
物
療
法
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

従
来
は
弱
い
薬
か
ら
投
与
し
、
効
果
が

不
十
分
な
ら
強
い
薬
へ
変
更
し
て
い
く

と
い
う
投
薬
法
が
一
般
的
で
し
た
。
し

か
し
、
一
度
関
節

に
変
形
が
起
こ
る

と
元
に
戻
す
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、

生
活
が
困
難
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
最
近
は
、

病
勢
が
強
い
場
合
、

早
め
に
強
い
薬
を

投
与
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
近
年
、

新
し
い
薬
が
開
発

さ
れ
、
リ
ウ
マ
チ

の
進
行
を
完
全
に

抑
え
る
こ
と
も
夢
で
は
な
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
関
節
の
変
形
が
進
ん
で
し
ま

い
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
手
術

を
行
い
ま
す
。
股
関
節
や
膝
関
節
が
変

形
し
歩
行
困
難
と
な
っ
て
も
人
工
関
節

置
換
術
に
よ
り
再
び
歩
行
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
 

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
！
 

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
関
節
の
破
壊
が
進

行
す
る
前
に
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

手
足
の
関
節
が
腫
れ
て
痛
く
、
朝
に
こ

わ
ば
り
を
感
じ
る
と
い
っ
た
方
は
早
め

に
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
 

岩
倉
市
医
師
会
　
石
黒
義
章
 

い
し
ぐ
ろ
よ
し
あ
き
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悪
質
マ
ル
チ
商
法
と
は
 

　
「
商
品
を
買
っ
て
販
売
組
織
に
参
加
し
、

友
人
な
ど
に
商
品
を
売
る
か
組
織
に
加
入
さ

せ
る
と
マ
ー
ジ
ン
が
も
ら
え
る
。
あ
と
は
友

人
が
次
々
に
同
様
の
活
動
を
す
れ
ば
さ
ら
に

収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
な
ど
と
誰

で
も
簡
単
に
高
収
入
が
得
ら
れ
る
か
の
よ
う

な
説
明
を
し
て
勧
誘
し
、
結
局
は
多
額
の
負

担
を
さ
せ
る
商
法
で
、
最
近
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ビ
ジ
ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

相
談
事
例
 

　
中
学
時
代
の
友
人
に
儲
か
る
話
が
あ
る
と

誘
わ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
組
織
に

入
会
し
て
通
信
機
器
を
購
入
し
、
人
を
紹
介

す
る
と
お
金
が
入
る
と
い
う
仕
事
で
紹
介
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
自
分
の
ラ
ン
ク
が
上
が
り
、

利
益
も
ど
ん
ど
ん
出
る
と
説
明
を
受
け
、
契

約
し
た
が
解
約
し
た
い
。
 

悪
質
マ
ル
チ
商
法
の
特
徴
 

　
入
会
し
、
知
人
な
ど
を
勧
誘
す
る
こ
と
で

大
き
な
利
益
（
特
定
利
益
と
い
い
ま
す
）
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
す
。
ま
た
、
組

織
に
加
入
す
る
時
に
、
商
品
代
、
入
会
金
な

ど
の
費
用
（
特
定
負
担
と
い
い
ま
す
）
が
必

要
で
あ
る
と
言
い
、
早
く
契
約
を
す
る
よ
う

に
迫
り
ま
す
。
実
際
は
商
品
な
ど
の
販
売
に

自
分
の
友
人
や
知
人
を
勧
誘
す
る
こ
と
が
多

く
、
人
間
関
係
に
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
が
加
害

者
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

ね
ず
み
講
（
無
限
連
鎖
講
）
と
の
違
い
 

　
ね
ず
み
講
（
無
限
連
鎖
講
）
は
「
金
銭
、

有
価
証
券
」
を
流
通
さ
せ
る
も
の
で
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
マ
ル
チ
商

法
は
「
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
」
の
再
販
売
な
ど

で
あ
り
、
禁
止
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
特
定
商
取
引
法
の
規
制
を
受
け
ま
す
。
 

こ
ん
な
勧
誘
に
あ
っ
た
ら
注
意
が
必
要
で
す
 

★
あ
ま
り
つ
き
あ
い
の
な
い
知
人
な
ど
か
ら

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
へ
の
誘
い
が
あ
っ
た
。
 

★
話
が
う
ま
す
ぎ
た
り
、
分
か
り
に
く
い
。
 

★
契
約
に
つ
い
て
確
認
す
る
時
間
を
与
え
ず

早
く
契
約
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
場
で

契
約
し
な
い
で
持
ち
帰
り
、
家
族
、
友
人
、

消
費
者
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

★
勧
誘
時
に
契
約
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
「
概

要
書
面
」
、
契
約
時
に
は
「
契
約
書
面
」
を

交
付
す
る
こ
と
が
、
特
定
商
取
引
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
書
類
を
し
っ
か

り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
悪
質
な
場
合
は
契
約

書
類
に
「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契
約
解
除
）

で
き
ま
せ
ん
」
（
不
実
告
知
）
や
「
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
す
る
と
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
る
」

（
威
迫
行
為
）
な
ど
の
記
載
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
 

　
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
ま
た
は
、
特
定

負
担
が
再
販
売
す
る
商
品
の
購
入
で
あ
る
場

合
は
、
商
品
を
受
け
取
っ
た
日
の
ど
ち
ら
か

遅
い
日
か
ら
２０
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が

で
き
ま
す
。
配
達
記
録
郵
便
で
解
約
通
知
を

出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契
約
書
に
不
実
告

知
や
威
迫
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、
「
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
」
と
書
か
れ
た
契
約
書

を
渡
さ
れ
な
い
限
り
、
ず
っ
と
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

ら
 

　
中
途
解
約
や
返
品
は
将
来
に
向
か
っ
て
一

定
の
ル
ー
ル
の
も
と
可
能
で
す
。
 

　
困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
市
役

所
市
民
相
談
室
（
☎
３
８
‐
５
８
２
２
）
ま

で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　海外では実力主義が徹底しています。そ
こに男女の差はありません。やる気と実力
と責任感、そしてそれらを発揮するチャン
スがあることが重要です。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
‐５８１９）まで。 

●実力主義● 

　遠方に住む身内を装
い、会社名義の銀行口
座に振り込むよう連絡
が入る振込め詐欺が岩
倉市内で起きています。 
すぐに振り込まずに市
民相談室にご相談くだ
さい。 



問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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        ●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

館
行
事
 

  　
児
童
館
で
は
、
日
曜
・
祝
日

開
館
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

行
事
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
親
子
で
、
ま
た
子
ど
も
だ
け

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

昔
の
遊
び
・
紙
芝
居
 

▼
と
き
　
１２
月
９
日
（日）
午
前
１０

時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の

会
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
‐
１
１
０
６
）
 

  ●
新
春
賀
詞
交
歓
会
 

  　
岩
倉
市
商
工
会
で
は
、
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
、
新
春
賀

詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１
月
８
日
（火）
午
前
１１

時
３０
分
〜
午
後
１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
会
費
　
３
千
円
 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

お
勤
め
の
人
 

▼
定
員
　
１
５
０
人（
先
着
順
） 

▼
申
込
期
限
　
１２
月
１４
日
（金）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
商

工
会
（
☎
６
６
‐
３
４
０
０
）
 

  ●
日
中
国
交
正
常
化
３５
周

年
記
念
講
演
 

  ▼
と
き
　
１２
月
２４
日
（月）
（
振
替

休
日
）
午
後
１
時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
く
す
の
き
の
家
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
 

▼
演
題
　
中
国
の
め
ざ
す
道
…

董
紅
俊
・
我
が
内
な
る
日
中
友

好
 

▼
講
師
　
山
西
翼
（
中
国
名
・

董
紅
俊
）
さ
ん
（
名
古
屋
大
学

等
講
師
）
 

▼
定
員
　
５０
人
　
 

▼
入
場
料
　
無
料
　
 

▼
主
催
　
翼
城
友
好
会
　
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
　
 

▼
問
合
先
　
舩
橋
（
☎
３
７
‐

５
８
６
５
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て

い
ま
す
。
 

　
１２
月
は
、
大
正
琴
の
心
地
よ

い
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。
 

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
け
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
　
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１６
日
（日）
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
大
正
琴
ら
ら
の
会
 

▼
演
奏
曲
　
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・

グ
レ
イ
ス
、
き
よ
し
こ
の
夜
、

影
を
し
た
い
て
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  ●
こ
こ
ろ
の
居
場
所
「
あ
み

〜
ご
」
ク
リ
ス
マ
ス
会
 

  　
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、

軽
食
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
１２
月
２１
日
（金）
午
前
１１

時
〜
午
後
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
参
加
費
　
１
人
２
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

こ
こ
ろ
の
居
場
所
　
あ
み
〜
ご
 

　
心
の
病
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、

気
軽
に
訪
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く

場
で
す
。
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
気
分

転
換
を
し
た
り
、
悩
み
事
を
相

談
し
た
り
…
そ
ん
な
時
間
を
過

ご
す
場
所
で
す
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
３
金
曜
日
午

後
１
時
３０
分
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
主
催
　
精
神
障
害
者
家
族
会

岩
倉
し
ら
ゆ
り
会
 

▼
協
力
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
か
ざ
ぐ
る
ま
 

▼
問
合
先
　
米
本
（
☎
３
７
‐

６
０
６
６
）
ま
た
は
、
青
木

（
☎
６
６
‐
６
８
３
９
）
 

と
う
こ
う
し
ゅ
ん 

や
ま
に
し
つ
ば
さ 
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        ●
市
役
所
当
直
員
 

  　
嘱
託
の
市
役
所
当
直
員
を
募

集
し
ま
す
。
 

▼
資
格
　
健
康
で
夜
勤
の
で
き

る
人
 

▼
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名
 

▼
採
用
予
定
日
　
平
成
２０
年
４

月
１
日
（火）
 

▼
勤
務
内
容
　
２
人
１
組
に
よ

る
市
役
所
内
外
の
警
備
な
ど
で
、

月
１２
回
程
度
の
勤
務
で
す
。
 

▼
勤
務
時
間
　
平
日
は
、
午
後

５
時
〜
翌
日
８
時
３０
分
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
は
、
午
前
８
時
３０
分

〜
翌
日
午
前
８
時
３０
分
 

▼
給
与
等
　
市
の
規
定
に
よ
る

（
社
会
保
障
制
度
有
）
 

▼
応
募
期
限
　
１２
月
１４
日
（金）
 

▼
応
募
方
法
　
市
販
も
し
く
は
、

市
役
所
６
階
行
政
課
で
配
布
し

て
い
る
履
歴
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
選
考
方
法
　
後
日
、
面
接
試

験
を
行
い
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
行
政
課
管

理
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
４
）
 

  ●
放
送
大
学
学
生
 

  　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
の
大

学
卒
業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・

生
涯
学
習
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
学
ん
で
い
ま

す
。
希
望
す
る
１
科
目
か
ら
、

自
宅
で
学
べ
ま
す
。
 

▼
募
集
す
る
学
部
学
生
 

①
全
科
履
修
生
…
４
年
以
上
在

学
し
、
「
学
士
（
教
養
）
」
の

学
位
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。
 

②
選
科
履
修
生
…
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
 

③
科
目
履
修
生
…
半
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
 

※
①
は
１８
歳
以
上
で
高
校
卒
業

の
資
格
が
必
要
で
す
。
 

※
②
、
③
は
１５
歳
以
上
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。
 

※
①
、
②
、
③
と
も
無
試
験
で

入
学
で
き
ま
す
。
 

▼
募
集
す
る
大
学
院
生
 

④
修
士
選
科
生
…
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
 

⑤
修
士
科
目
生
…
半
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
 

※
④
、
⑤
は
１８
歳
以
上
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。
 

▼
願
書
受
付
期
間
 

教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
選
科

生
・
科
目
生
…
１２
月
１５
日
（土）
〜

平
成
２０
年
２
月
２９
日
（金）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
放
送
大
学

愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー
（
〒
４
６

６
‐
０
８
２
５
名
古
屋
市
昭
和

区
八
事
本
町
１
０
１
‐
２
中
京

大
学
内
☎
０
５
２
‐
８
３
１
‐

１
７
７
１
　
０
５
２
‐
８
３
１

‐
１
７
７
７
）
 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp
/

 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
募
集

要
項
の
請
求
が
で
き
ま
す
。
 

        ●
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
無

料
検
査
 

  　
江
南
保
健
所
で
は
、
感
染
者

の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
た
め
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に
血
液

を
介
し
て
感
染
し
ま
す
の
で
、

輸
血
や
大
き
な
手
術
な
ど
を
受

け
不
安
の
あ
る
人
は
検
査
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
月
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
（
祝
日
、
年
末
年
始

は
除
く
）
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
保
健
所
（
江

南
市
布
袋
下
山
町
西
８０
）
 

▼
検
査
費
用
　
無
料
 

▼
検
査
方
法
　
約
５
㍉
㍑
の
採

血
 

▼
検
査
結
果
　
翌
週
の
木
曜
日

以
降
 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/iryo
fu
ku
s
h
i/ko
n
a
n
-h
c
/

 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
衛
生
課
衛
生
グ
ル
ー
プ
（
☎

５
６
‐
２
１
５
７
）
 

  ●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
 

  　
献
血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
時
間

と
勇
気
を
献
血
に
使
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
 

　
あ
な
た
の
血
液
で
大
切
な
命

が
救
え
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１２
月
９
日

（日）
岩
倉
団
地
集
会
所
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
‐
３
１
３
５
）
 

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのな
い消費生活のために不用品データバンクをご活用くだ
さい。 
　物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただき
ます。 
登録物品（１０月３１日現在） 
★譲ります（有償）　インクジェットカラープリンター、

カタカタ手押し車、岩倉幼稚園制
服（男児用）、スーツ一式（男児
用）　 

★あげます（無償）　キャンプ用テーブルセット、Ｂ型
ベビーカー 

★求めます　　　　ベビーベッド、曽野幼稚園冬服、
空手着 

岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも確認
できます。 
　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８‐５８１２） 
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  ●
転
ば
ぬ
先
の
健
康
づ
く

り
教
室
〜
転
倒
予
防
教

室
〜
 

  　
寝
た
き
り
の
原
因
の
ひ
と
つ

に
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力

向
上
の
た
め
の
運
動
に
よ
り
転

倒
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
食

生
活
、
口
腔
ケ
ア
等
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
介
護
予
防
を
学
び
、

生
き
生
き
と
元
気
な
日
々
を
送

り
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
・
講

師
　
表
の
と
お
り
 

▼
対
象
　
特
定
高
齢
者
お
よ
び

６５
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
（
特
定
高
齢
者
の

人
を
優
先
に
受
付
し
ま
す
）
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
服

装
と
内
履
き
の
運
動
靴
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
方
法
　
１２
月
４
日
（火）
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
特
定
高
齢

者
は
、
岩
倉
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
‐
０
３
０

３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
 

  　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

は
、
世
界
規
模
で
の
エ
イ
ズ
ま

ん
延
防
止
、
患
者
・
感
染
者
に

対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消
を

目
的
に
毎
年
１２
月
１
日
を
「
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
と
し
て
、
エ

イ
ズ
に
対
す
る
知
識
の
普
及
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

▼
エ
イ
ズ
っ
て
な
に
？
 

　
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
）
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
よ
っ
て
体
の

抵
抗
力
が
壊
れ
て
し
ま
う
病
気

で
す
。
感
染
後
は
、
何
も
症
状

が
現
れ
ま
せ
ん
が
、
症
状
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
人
に

う
つ
る
状
態
に
あ
る
期
間
（
潜

伏
期
）
が
長
く
続
き
ま
す
。
潜

伏
期
は
６
か
月
か
ら
１０
年
以
上

あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

▼
日
本
で
も
感
染
者
増
加
中
！
 

　
平
成
１８
年
の
１
年
間
に
報
告

さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
９
５

２
件
と
過
去
最
高
。
エ
イ
ズ
患

者
は
４
０
６
件
と
、
患
者
・
感

染
者
を
合
わ
せ
る
と
過
去
最
高

の
１
千
３
５
８
人
と
な
り
ま
し

た
。
 

▼
エ
イ
ズ
は
予
防
が
大
切
！
 

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
主
に
血
液
と
精
液

や
膣
分
泌
液
に
含
ま
れ
、
こ
れ

ら
が
感
染
源
に
な
り
、
粘
膜
や

傷
口
か
ら
感
染
し
ま
す
。
 

　
現
在
、
男
女
間
の
性
行
為
に

よ
る
感
染
が
増
え
て
お
り
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
の
８６
・
８
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。
 

性
行
為
感
染
を
予
防
し
よ
う
！

★
不
特
定
多
数
の
人
と
の
性
交

渉
は
避
け
る
 

★
性
交
渉
を
も
つ
と
き
は
、
コ

ン
ド
ー
ム
を
正
し
く
使
用
す
る
 

▼
エ
イ
ズ
は
日
常
生
活
で
は
感

染
し
ま
せ
ん
 

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
力
が
弱
い
ウ

イ
ル
ス
で
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
、

握
手
な
ど
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
あ
な
た
の
周
り
に
感
染

し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
今
ま

で
と
変
わ
ら
な
い
態
度
を
と
り
、

周
囲
の
人
た
ち
に
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
働
き
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

▼
感
染
が
心
配
な
と
き
は
検
査
を
 

　
愛
知
県
下
の
保
健
所
で
は
匿

名
で
無
料
検
査
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
か
ら
だ

に
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
り
で
き

る
「
抗
体
」
の
有
無
で
判
定
す

る
た
め
、
感
染
の
機
会
が
あ
っ

た
時
点
か
ら
８
週
間
以
降
に
検

査
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

に
つ
い
て
は
、江
南
保
健
所（
☎

５
６
‐
２
１
５
７
）
、
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
の
相
談
は
、
愛
知
県

エ
イ
ズ
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

５
２
‐
９
７
２
‐
９
２
０
０
）
 

健康運動指導士 
保健師 １ 

回 とき ところ 内容 講師 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 
８ 
９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１月１０日（木） 体力チェック、オリエンテーション 

１月１６日（水） 

１月２３日（水） 

１月３０日（水） 
保健センター 

保健センター 

２月　６日（水） 

２月１３日（水） 

２月２１日（木） 
２月２８日（木） 
３月　６日（木） 

３月１３日（木） 

３月１９日（水） 

３月２６日（水） 体力チェック、まとめ 

健康運動指導士 
保健師 
健康運動指導士 
保健師 
健康運動指導士 
栄養士 
健康運動指導士 
保健師 
健康運動指導士 
歯科衛生士 

運動実技 
ミニ健康講座「フットケア」 

運動実技 
講義「運動を始めよう」 

運動実技 
ミニ健康講座「低栄養予防①」 
運動実技 
ミニ健康講座「運動をつづけよう」 
運動実技 
ミニ健康講座「口腔ケア①」 

健康運動指導士 
保健師 

総合体育文化 
センター 

午後２時～３時３０分 
（受付午後１時３０分～） 

運動実技、トレーニング講習 
※トレーニング室利用料（１回につき 
２００円）が必要です。 

健康運動指導士 
栄養士 

運動実技 
ミニ健康講座「低栄養予防②」 

健康運動指導士 
歯科衛生士 

運動実技 
ミニ健康講座「口腔ケア②」 

健康運動指導士 
保健師 
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  ●
マ
マ
と
子
ど
も
の
栄
養

教
室
 

  　
子
ど
も
の
健
康
を
支
え
る
の

は
、
十
分
な
睡
眠
と
遊
び
、
そ

し
て
食
事
か
ら
と
る
さ
ま
ざ
ま

な
栄
養
で
す
。
幼
児
が
お
い
し

く
楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

大
人
の
食
事
も
一
緒
に
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１９
日
（水）
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
お
話
「
マ
マ
と
子
ど

も
の
食
生
活
」
、
簡
単
な
お
や

つ
作
り
・
試
食
 

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者
（
４
月
に
参
加
さ

れ
た
人
は
除
き
ま
す
）
 

▼
定
員
　
１６
組
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
手
ふ

き
 

▼
申
込
方
法
　
１２
月
４
日
（火）
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

 

       ●
浄
化
槽
を
正
し
く
維
持

管
理
し
ま
し
ょ
う
 

  　
家
庭
の
浄
化
槽
は
、
適
切
に

維
持
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
水

質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因
と
な
り
、

ま
た
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
は
、
法
律
に
よ
り
保

守
点
検
（
点
検
・
修
理
な
ど
）
、

清
掃
、
法
定
検
査
（
水
質
検
査

な
ど
）
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
に
つ
い

て
は
、
愛
知
県
登
録
の
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
に
依
頼
で
き
ま

す
。
登
録
業
者
は
愛
知
県
環
境

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/ka
n
kyo
/m
izu
-ka
/m
izu
/ 

s
e
ih
a
i/in
d
e
x.h
tm
l

（
※
平

成
１９
年
４
月
１
日
に
こ
の
ア
ド

レ
ス
に
変
更
）
で
検
索
す
る
か
、

尾
張
事
務
所
環
境
保
全
課
（
☎

０
５
２
‐
９
６
１
‐
７
２
１
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
浄
化
槽
で
は
、
し
尿
等
を
微

生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
浄
化
し

ま
す
が
、
そ
の
際
発
生
す
る
汚

泥
の
清
掃
を
年
１
回
以
上
必
ず

行
い
ま
し
ょ
う
。
清
掃
は
、
岩

倉
市
の
許
可
業
者
の
㈱
ア
イ
ホ

ク
（
☎
６
６
‐
２
１
１
２
）
が

行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
総
合
的

に
判
断
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

こ
の
法
定
検
査
に
は
、
新
設
し

た
浄
化
槽
の
検
査（
７
条
検
査
）

と
年
１
回
の
定
期
検
査
（
１１
条

検
査
）
が
あ
り
ま
す
。
愛
知
県

で
は
昨
年
１０
月
か
ら
建
築
確
認

の
完
了
検
査
ま
た
は
、
浄
化
槽

設
置
届
出
の
時
に
併
せ
て
、
７

条
検
査
の
手
数
料
振
込
証
明
書

の
コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
法
定

検
査
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の

指
定
検
査
機
関
で
あ
る
（社）
愛
知

県
浄
化
槽
協
会
（
☎
０
５
２
‐

４
８
１
‐
７
１
６
０
）
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
異
物
な
ど
が
浄
化
槽

に
混
入
し
て
い
ま
す
と
、
浄
化

槽
の
処
理
能
力
が
十
分
発
揮
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
異
物
な
ど
を
ト
イ
レ
や
台

所
か
ら
流
す
こ
と
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、
浄

化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

啓
発
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
） 

　９月２７日（木）・２８日（金）に収集したプラスチック製容器包装
資源の中に、ガスボンベやかみそり、乾電池などが含まれていました。 
　プラスチック製の容器包装以外のものが混入すると、中間処理やリサ
イクルに支障が生じるとともに、余分な費用がかかることになります。
正しい分別に皆さんのご協力をお願いします。 
　分別方法に迷われる場合は、次の問合先まで遠慮なくお尋ねください。 

　プラスチック製の袋、ふた、カップ、ボトル、ネット、食品トレ
イ、発泡スチロール等で商品を買ったときに入れられていた容器や
包装です。　がついたものはすべてプラスチック製容器包装資源に
なります。 

　問合先　環境保全課生活環境係（☎３８－５８０８）または、清掃事務所（☎６６－５９１２） 

改めてご確認ください 

リ
モ
コ
ン
類
 

ラ
イ
タ
ー
 

か
み
そ
り
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 製

造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
 

●
工
業
統
計
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
 

  　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
平
成
１９
年
１２
月
３１
日

現
在
で
実
施
し
ま
す
。
 

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し

ま
す
。
 

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
本
年
の
調
査
よ
り
、

調
査
事
項
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
の
で
、
調
査
票
の
記
入
に

あ
た
っ
て
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
県
民
生
活

部
統
計
課
工
業
統
計
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
１

０
６
）
ま
た
は
、
商
工
農
政
課

商
工
観
光
係
（
☎
３
８
‐
５
８

１
２
）
 

  
犯
罪
に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を
起
こ

さ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
 

●
年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
県
民
運
動
 

  　
年
の
瀬
を
控
え
、
あ
わ
た
だ

し
さ
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
 

 
犯
罪
に
あ
う
こ
と
な
く
、
年

末
の
時
期
を
平
穏
に
明
る
く
送

り
、
新
し
い
年
を
希
望
に
満
ち

て
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
時
期
、
子
ど
も
た
ち
は

冬
休
み
を
前
に
浮
き
浮
き
し
た

気
分
に
な
り
が
ち
で
す
。
楽
し

み
の
方
が
優
先
し
、
安
全
へ
の

配
慮
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご

家
庭
で
は
、
年
末
の
準
備
の
買

い
物
や
金
融
機
関
か
ら
の
金
銭

の
出
し
入
れ
の
機
会
も
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ち
ょ

っ
と
し
た
用
足
し
に
家
を
留
守

に
す
る
機
会
も
増
え
る
で
し
ょ

う
。
あ
わ
た
だ
し
さ
か
ら
、
つ

い
カ
ギ
を
か
け
忘
れ
た
り
、
お

子
さ
ん
か
ら
目
が
離
れ
た
り
と
、

気
ぜ
わ
し
い
そ
の
ス
キ
を
狙
っ

た
犯
罪
が
起
き
が
ち
に
な
り
ま

す
。
 

　
犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
防
犯
の
ポ
イ
ン

ト
を
理
解
し
、
日
常
的
に
実
践

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
見
守
り
活
動
、
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
の
励
行
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
、
地
域
の
人
同
士
の

連
帯
を
強
く
し
、
犯
罪
者
を
寄

せ
付
け
な
い
地
域
の
目
を
つ
く

る
こ
と
も
大
事
で
す
。
 

　
愛
知
県
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
で
は
、
県
や
警
察

を
は
じ
め
、
事
業
者
、
団
体
、

市
町
村
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

年
末
の
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を

強
力
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
の
犯
罪
抑
止
力
を
高
め
、

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
愛
知
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
 

　
こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
犯

罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
に
一
層
力
を
結
集
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
 

▼
期
間
　
１２
月
１
日
（土）
〜
２０
日

（木）
ま
で
の
２０
日
間
 

▼
運
動
の
重
点
 

★
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
件
・

事
故
の
防
止
 

★
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
発
生

す
る
犯
罪
の
防
止
 

★
住
宅
・
店
舗
等
を
対
象
と
し

た
侵
入
犯
罪
の
防
止
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
） 

　皆さん、「包括的支援事業」をご存知ですか？ 

　「包括的支援事業」は、地域支援事業の中の一つで全

市町村が必ず実施しなければならないとされた事業の一

つです。 

　①介護予防ケアマネジメント事業②総合相談支援事業

③権利擁護事業④包括的・継続的ケアマネジメント支援

事業の４事業からなり、これらの事業は地域包括支援セ

ンターが複数の専門職員を用いて、他職種連携により一

体的・包括的に継続性を持って行うことにより、地域生

活に安心を提供する役割を果たし、高齢者の住宅での生

活を支援していきます。 

　問合先　地域包括支援センター（☎３８‐０３０３） 

こんにちは！地域包括支援センターです 

工　事　名　等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 

（１０月１８日～２５日） 

道路改良工事 １０／２６～Ｈ２０／２／２２ 野寄町外１地内 ㈱大崎工務店岩倉支店 ６,０９０，０００ 

舗装修繕工事 １０／２３～Ｈ２０／１／１８ 八剱町地内 栗本土木㈱ ３，９９０，０００ 

西小スポーツ広場整備工事 １０／２３～Ｈ２０／２／２２ 野寄町地内 ㈱大崎工務店岩倉支店 ３，５７０，０００ 

汚水枝線管渠工事（右岸１９‐６工区） １０／２６～Ｈ２０／３／３ 本町外地内 ㈱江口組 １１，０２５，０００ 

舗装修繕工事 １１／２～Ｈ２０／１／２５ 下本町外３地内 ㈱松本工務店 ７，３５０，０００ 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

①楽園　上 
　　　　　　　宮部みゆき 
②楽園　下 
　　　　　　　宮部みゆき 
③赤い指 
　　　　　　　　東野圭吾 
③東京タワー 
　　　　リリーフランキー 

（９月～１０月） 

  ●
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

・
大
気
汚
染
防
止
推
進

月
間
 

  　
冬
は
、
１
年
中
で
最
も
空
気

が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す

二
酸
化
炭
素
濃
度
が
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
家
庭
で
で
き

る
小
さ
な
心
が
け
や
事
業
所
の

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
で
、
地
球

温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。
 

▼
家
庭
で
で
き
る
こ
と
 

★
暖
房
温
度
は
２０
℃
以
下
に
設

定
し
ま
し
ょ
う
 

★
不
必
要
な
照
明
・
電
気
製
品

の
電
源
を
こ
ま
め
に
消
し
ま
し

ょ
う
 

★
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
急

発
進
、
急
加
速
を
し
な
い
な
ど

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し
ょ

う
 

★
外
出
時
に
は
、
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
 

★
給
湯
器
の
設
定
温
度
を
で
き

る
だ
け
低
く
し
ま
し
ょ
う
 

▼
事
業
所
で
で
き
る
こ
と
 

★
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
急

発
進
、
急
加
速
を
し
な
い
な
ど

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し

ょ
う
 

★
排
気
ガ
ス
が
ク
リ
ー
ン
で
、

燃
費
の
よ
い
自
動
車
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
 

★
貨
物
輸
送
の
効
率
化
を
進
め
、

自
動
車
の
走
行
量
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
 

★
良
質
燃
料
の
使
用
や
燃
焼
管

理
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
 

★
暖
房
温
度
は
２０
℃
以
下
に
設

定
し
ま
し
ょ
う
 

★
不
必
要
な
照
明
・
Ｏ
Ａ
機
器

の
電
源
は
こ
ま
め
に
消
し
ま
し

ょ
う
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
環
境
部
大

気
環
境
課
地
球
温
暖
化
対
策
室

温
暖
化
対
策
グ
ル
ー
プ
（
☎
０

５
２
‐
９
５
４
‐
６
２
４
２
）
 

  ●
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
 

  　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
、
い
わ

ゆ
る「
野
焼
き
」は
、
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
農
業
者
が
行
う
稲
わ

ら
等
の
焼
却
な
ど
一
部
の
例
外

を
除
き
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
基
準
に
適
合
し
た
焼

却
炉
以
外
の
焼
却
（
ド
ラ
ム
缶

や
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
で
の
焼
却
、

穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
等
）
も
、

野
焼
き
と
同
様
に
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
な
お
、
農
業
者
が
行
う
稲
わ

ら
等
の
焼
却
（
野
外
焼
却
の
例

外
）
に
つ
い
て
も
、
生
活
環
境

へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
や

む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
で
も
、

時
間
帯
や
風
向
き
を
考
慮
し
、

悪
臭
や
煙
害
等
で
近
隣
住
民
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

啓
発
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
） 

一
般
新
着
図
書
 

★
汚
れ
お
と
し
大
辞
典
 

　
　
　
　
　
　
佐
光
紀
子
　
著
 

★
水
平
線
ま
で
の
距
離
は
何
キ

ロ
か
？
 

　
　
　
　
　
　
　
沢
田
功
　
著
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
む
し
の
お
ん
が
く
が
っ
こ
う
 

あ
お
や
ま
・
く
に
ひ
こ
　
作
・
絵
 

★
ち
い
さ
な
く
ま
く
ん
の
と
も
だ
ち
 

　
　
　
ハ
リ
ー
・
ホ
ー
ス
　
作
 

　
　
　
よ
こ
や
ま
か
ず
え
　
訳
 

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
岩
倉
市
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図

書
の
予
約
が
で
き
ま
す
）
。
 

貸出点数と期間の変更について 
　図書館の年末業務は、１２月２７日（木）まで、年始は
１月５日（土）からです。休館に伴って、１２月１４日
（金）から２７日（木）までの貸出点数と貸出期間を変更
します。 
●貸出点数　「１人７点」を「１人１０点」に変更 
●貸出期間　「１５日間」を「２３日間」に変更 
図書の無償譲渡を行います 
　図書館で不用となった図書を差し上げます。お渡しする本は、一般図書（児童図書を含
む）と雑誌で、１人それぞれ１０点までです。 
●と　き　１２月１５日（土）・１６日（日） 
　　　　　午前９時３０分～午後５時 
●ところ　図書館２階会議室 
●対象者　市内在住・在勤・在学の人または、岩倉市図書館の館外利用券をお持ちの人 
　　　　　※当日、氏名・住所が確認できるものまたは、館外利用券をご持参ください。 
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談
室となっていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼
の休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき　　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■女性相談 
１２月３日（月）・１７日（月） 
午後１時～３時３０分 
■知的障害者相談 
１２月４日（火）午後１時～４時 
■税務相談 
１２月６日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１２月７日（金）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
１２月７日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１２月１１日（火）・２６日（水） 
午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受
け付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
１２月１２日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
１２月１３日（木）午後１時～４時 
■行政相談 
１２月１４日（金）午後１時～４時 
■消費生活相談 
１２月１４日（金）・２８日（金） 
午前９時～正午 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相
談をお受けします。 
■総合福祉相談 
１２月２１日（金）午後１時～４時 
★身体障害者相談 
★戦没者遺族相談 
■年金相談 
１２月２５日（火）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩
みは、一人でくよくよしていても、何の解決に
もなりません。経験豊かなボランティアが電話
で相談をお受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝
日、振替休日を除く） 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

　心の相談電話　☎３７－７８６７ 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

▼
相
談
員
　
火
曜
日
…
山
田
和

行
さ
ん（
元
適
応
指
導
教
室
長
） 

木
曜
日
…
ハ
ー
ブ
の
会
相
談
員

（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
‐
０
３
０
０
）
 

  ●
名
古
屋
高
速
道
路
（
高

速
６
号
清
須
線
明
道
町

Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
清
洲
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）
が
開
通
し
ま
す
 

  　
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
が
、

建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

高
速
６
号
清
須
線
が
、
１２
月
９

日
（日）
午
後
３
時
に
開
通
し
ま

す
。
 

　
こ
の
路
線
の
開
通
に
よ
り
、

先
に
開
通
し
た
高
速
１６
号
一
宮

線
を
経
由
し
て
名
神
高
速
道
路

と
接
続
し
、
愛
知
県
北
西
部
や

岐
阜
方
面
と
名
古
屋
都
心
部
お

よ
び
中
部
国
際
空
港
や
名
古
屋

港
な
ど
の
拠
点
と
の
ア
ク
セ
ス

が
一
層
向
上
し
、
利
便
性
が
高

ま
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
開
通
後
の
名
古
屋
線

通
行
料
金
は
現
行
ど
お
り
普
通

車
７
５
０
円
、
大
型
車
１
千
５

０
０
円
と
な
り
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
名
古
屋
高
速
道
路

公
社
管
理
部
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

推
進
課
（
☎
０
５
２
‐
９
１
９

‐
３
２
０
０
）
 

　気軽にお金を借りられることから、サラリーマン
金融（サラ金）の利用に関するトラブルが起きてい
ます。これが原因で、家庭の崩壊や犯罪に至ってし
まうようなケースが目立ち、社会問題になっていま
す。 
　こうした悲劇を未然に防ぐためには、トラブルが
起こる前に、できる限り早く法律の専門家に相談す
ることが大切です。 
　岩倉市では、愛知県弁護士会が開設している「サ
ラ金・クレジット被害相談」（初回の相談料は無料。
２回目の相談料を補助します）と「消費生活相談」
に相談された場合に、その相談料の５，２５０円を
補助しています。 
　補助を受けるには、事前に市民相談室で相談を受
けることが必要です。 
　詳しくは、お問い合わせください。 
　問合先　市民相談室（☎３８－５８２２） ▼
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し  ぜ い 　  　 お さ 　 　 わ す  

し  ぜ い 　  　 り ん  じ  の う ぜ い ま ど ぐ ち 　 　 そ う だ ん ま ど ぐ ち 　 　 か い  

せ つ  

ご　じょうほう 

は い  き   ぶ つ 　 　  や  が いしょうきゃく　 　 ほ う り つ 　 　 き ん   し  

　　　　　　　　　　 せい　よう　き　 ほう　そう　　　あお ぶくろ 

ほか　　　　し　 げん　　　　ま 

Você não esqueceu de pagar seu 
imposto? Estamos disponibilizando o 
serviço de atendimento quanto a 
dúvidas e parcelamentos do mesmo.

市税の納め忘れはありませんか？ 

市税の臨時納税窓口と相談窓口を開

設します 
※日本語の記事は、８㌻にあります
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Não misturar outros lixos juntamente 
com os Artigos e Embalagens Plásticas 
Recicláveis (saco azul) 

プラスチック製容器包装（青袋）にご
みや他の資源を混ぜないで 
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O que vem a ser os artigos e embalagens recicláveis
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A incineração de lixo está proibida 
por lei

廃棄物の野外焼却は法律で禁止され
ています 
※日本語の記事は、１９㌻にあります
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ポルトガル語情報コーナー 

に ほん　ご き　 じ 

に ほん　ご き　 じ 
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●岩倉防災リーダーの会　　栗 原 勇 吉  
く り 　 は ら 　 ゆ う 　 き ち  

　太田政弘の「柿経について（愛知県岩倉市大
山寺出土品を中心にして）」（昭和４９年）と、
浅野清春の「大山寺柿経」（昭和５１年　市教
育委員会）２論文が発表された。これによると
この柿経には、流布本法華経８巻２８品全体が
墨書され、同種の埋納遺品としては量・質とも
に優れていると書かれている。 
　書写の年代については、束ねられた一方の表
面に「永享１１年□月□□□施主□□□」（永
享１１年・１４３９）の墨書きが認められたと
される。また、書写の文字は能筆とは言い難い
が１字１字丁寧に書かれており、同一人の手に
なるものと思われる。太田氏の調査によれば、
現在わが国で存在が確認されている柿経は１７を数え、大山寺町のそれは、年代順では７番目に該当する
ものである。 
　柿経を地中に埋置する行為の宗教的意味は、末法思想に由来する行為とされている。仏滅後５６億７，
０００万年後に出生して衆生を済度するといわれる弥勒菩薩の時代に備えて、経典の再生を期待したもの
である。 

ボランティア支援本部の流れ 

ボランティア 
支援本部 

ボランティア募集 
被災者からのニーズ受 

付・調整 

被災者 
（ボランティア要請） 

支援ボランティア 
（自己完結・保険加入） 

受付 
・事前オリエンテーション 
・活動紹介　　　　　　　 
・活動オリエンテーション 
・活動報告　　　　　　　 

災害対策支援本部 
（公的機関救援活動） 　災害発生の状況に応じて 

地域防災計画によりボランティア支援本部設置 

み ろ く ぼ さ つ  さ い ど  しゅじょう 

おお た まさひろ 

あさ の きよはる 

　大災害発生時、消防署、警察等行政機
関は、人命救助が最優先であり、緊急を
要しない被災者の救援要請は遅れがちに
なります。また、行政機関も被災による
機能低下で、被災者の多様な救援要請へ
のきめ細かい対応は困難な状況になりま
す。そのような状況下では、自由、独自
性、創造性を持ったボランティアの存在
が重要になります。 
　災害対策本部は、被災された方とボラ
ンティアを結びつけ、ボランティア活動
が効果的に進めら
れ、被災者が早く
自ら立ち直ってい
ただくことを支援
する目的で、ボラ
ンティア支援本部
が設置されます。 



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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　１１月１０・１１日、総合体育文化
センターで「いわくら市民ふれ愛まつ
り２００７」が開催され、大野市から
の１３０人を含め約２０，０００人の
皆さんが訪れました。 
　今年も子どもから大人まで多くの人
たちが踊りを披露したり、手づくりの
ゲームをしたり、さまざまなイベント
に参加し、楽しい秋のひとときを笑顔
で過ごしました。 

　１０月２８日、野寄テニスコートで第６回車
いすテニス岩倉大会（ニューミックステニス）
が開催されました。 
　Ａ、Ｂの二つのクラスに分かれ、車いす選手
と健常者２３組がペアーになり、日ごろの練習
の成果を競い合いました。 
　車いす選手からは、「健常者と一緒にできる
スポーツは限られているため、もっとテニスの
輪を広げていきたい」との声が聞かれました。 

　１１月４日、総合体育文化センタ
ー多目的ホールで第３６回市民音楽
祭が開催されました。岩倉市ジュニ
アオーケストラを始めとする２１団
体２５６人が参加。日ごろの練習の
成果を披露しました。 
　会場に詰めかけた多くの市民の皆
さんは、ホールに響き渡る音楽に聴
き入っていました。 
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「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行／岩倉市役所 

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地 

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

●編集/総務部企画課広報広聴係 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,619人（－93人） 

            男性／24,239人（－58人） 

            女性／24,380人（－35人） 

         世帯数／20,192世帯（－25世帯） 

        （１１月１日現在、（  ）内は前月１日現在との比較） 

救急医療情報センター 
　　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　☎66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　☎38-3119

　いつも笑顔で癒してくれる
美慶へ。大好きな音楽にのっ
て、いっぱい体を動かして楽
しく踊っているね。 
　はしゃぎすぎてたんこぶを
作って驚かされることもある
けれど、お父さんもお母さん
も、美慶が元気で心優しい子
に育ってくれることを、いつ
も願っているよ。 

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 
白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

★健康チェック　★母子健康手帳の交付 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
健康相談（ふれあいセンター） 
★ＢＣＧ 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

★健康チェック　★母子健康手帳の交付 
★三種混合 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

はつらつ元気くらぶ（第五児童館） 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

スポーツ講演会（総合体育文化センター）１３：３０～ 
　休日急病診療（中川浩　ようてい中央クリニック） 

★離乳食教室 
★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

★３歳児健康診査 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集／曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★母親教室第２回 

クリスマスイルミネーション　イベント（お祭り広場）１５：００～ 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

　休日急病診療（向井研　いわくら耳鼻咽喉科） 

★乳幼児健康相談 
★母親教室第１回 

●お父さん・お母さんの一言 
　いっぱい泣いて、いっぱい
笑って…甘えん坊の琴ちゃん。
あなたが生まれてきてくれて、
パパもママも幸せです。これ
からも家族みんなで、多くの物
を見て聞いて経験して、素敵な
思い出を作っていこうね。そ
して、琴ちゃんが感受性の豊
かな子に成長してくれることを
願っています。 

●お父さん・お母さんの一言 

かわ ぞえ　 み のり おお やぶ　 こと　は 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
　変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
　午後７時まで延長しています。 

★お詫びと訂正★ 
広報いわくら１１月１日号でお知らせした「ふれあいファミリー」平子亜香里ちゃんの
記事の中で、文に誤りがありました。謹んでお詫び申し上げます。 
誤→あなたのスペースですね。 
正→あなたのステージですね。 


